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船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年７月８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 衝突（灯浮標） 

発生日時 令和７年１２月２３日 ０６時０３分頃 

発生場所 長崎県佐世保市高
こう

後
ご

埼南西方沖（片島水道中ノ瀬東灯浮標） 

 高後埼灯台から真方位２３４°１.６海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°０５.２′ 東経１２９°３８.５′） 

事故の概要  瀬渡船健
けん

栄
えい

丸は、航行中、灯浮標に衝突した。 

 健栄丸は、釣り客１人が負傷し、船首部先端に破損を生じた。ま

た、灯浮標は櫓
やぐら

支柱の折損等を生じた。 

事故調査の経過  令和７年１２月２６日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

瀬渡船 健栄丸、４.８トン 

 ＮＳ３－５０５８１３（漁船登録番号）、個人所有 

 １１.９８ｍ（Lr）×２.６４ｍ×１.１８ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２７９.５kＷ、昭和６２年９月１４日 

 第２９２－３１５４４号（船舶検査済票の番号） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 船長 ６７歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成元年６月１５日 

  免許証交付日 令和６年２月２６日 

本船 

写真１ 本船 



- 2 - 

         （令和１１年４月２日まで有効） 

 死傷者等 軽傷 １人（釣り客） 

 損傷 本船 船首部先端に破損 

灯浮標 櫓支柱に折損及び曲損、頭標柱に曲損、浮体に擦過傷等 

（写真２、３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 １、視界 良好 

海象：波向 東、波高 約１ｍ、 

潮流 北西流約１ノット（kn）（船長は、本事故後、本事故発

生場所付近で本船を漂泊させていた際、本船が北西向きに圧流

されており、約１kn の潮流があるように感じた。） 

日出時刻：０７時２１分頃 

 事故の経過 

 

(1) 片島水道中ノ瀬東灯浮標 

灯質が毎１０秒に３急閃
せん

光を発する群急閃白光で、光達距離が

４Ｍであった。なお、本事故当時、正常に点滅していた。 

(2) 本事故発生までの経過 

本船は、船長が１人で乗り組み、釣り客４人を乗せ、瀬渡しの

ため、令和７年１２月２３日０５時４０分頃に長崎県西
さい

海
かい

市江ノ

写真３ 片島水道中ノ瀬東灯浮標の損傷状況 

写真２ 本船の損傷状況 

佐世保海上保安部提供 

船長提供 
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島南方沖の南瀬に向けて佐世保市柿ノ浦漁港を出航した。（図１参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   本船は、法定灯火を表示し、操舵室上部のスライド式の扉を後

方に動かして前方部分を数十 cm 開け、１.５Ｍレンジとしたレー

ダー及びＧＰＳプロッターを作動させていた。 

船長は、操舵室右舷側に設置された舵輪の前に立ち、旋回窓で

前が見えにくいので、周囲の状況を確認しやすいように操舵室上

部から顔を出して目視で見張りを行い、舵輪による手動操舵で操

船に当たっていた。（写真４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県 

 
佐 
賀 
県 

江ノ島 

南瀬 

黒島 

大島 西海市 

佐世保市 

片島水道中ノ瀬東灯浮標 

図１ 推定航行経路図 

佐世保港 

高後埼 

寄船埼 

柿ノ浦漁港 

針尾島 洗
あらい

出
だ

シノ瀬灯浮標 

片島水道中ノ瀬東灯浮標 

事故発生場所 

本船 
05 時 55 分頃 

本船の航跡 

片島水道 
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写真４ 船長の操船姿勢（再現） 

 

船長は、長崎県佐世保港の航路を示す浮標や同港港口を示す灯

浮標の灯光を見て船位を確認しながら、約１８kn の速力（対地速

力、以下同じ。）で本船を西進させた。 

このとき、釣り客４人は、操舵室内後方の緩衝材が敷かれた客

室で座った姿勢で仮眠中であった。 

（写真５ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、０５時５５分頃、本船が佐世保港港口の手前付近に至

り、左舷船首方に洗出シノ瀬灯浮標の灯光を視認して本船を徐々

に左転させた後、ふだんと同様に自身の感覚を頼りに、同灯浮標

北方側に向けて本船を南西進させ始めた。 

船長は、海域が狭く船舶が輻
ふく

輳
そう

する佐世保港港口であったの

で、操船に集中し、引き続き立った姿勢のまま操船を続けた。 

その後、船長は、本船が高後埼南方沖に至った頃、広い海域に

出た上、周囲に航行の支障となる船舶を認めなかったので、安
あん

堵
ど

写真５ 釣り客の乗船場所 

操縦席 

釣り客 

船長 

本事故時、前面中央の 

扉は閉まっていた。  

スライド式の扉 

船首方 
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し、僅かに増速して約２０knの速力とした。 

船長は、０５時５９分頃、洗出シノ瀬灯浮標を意図したとおり

左舷側に見て通過した後、船首方に片島水道中ノ瀬東灯浮標（以

下「本件灯浮標」という。）の灯光を視認した。 

船長は、正船首より少し右舷側に本件灯浮標の灯光を見て本件

灯浮標から５０ｍ程度離れて通過することができるよう操船すれ

ば、次の目標となる西海市大島北方の片島水道中央付近を変針す

ることなく航行することができるので、ふだんと同様に自身の感

覚を頼りに、本件灯浮標南方側に向けて本船を南西進させ続け

た。このとき、潮流の影響を考慮していなかった。 

その後、船長は、立った姿勢で操舵室上部から顔を出している

と寒かったので、舵輪の前に設置された操縦席に腰を掛けた。 

このとき、本船の左舷船首方約０.５Ｍの所に、船長の家族が操

船する僚船が南西進中であった。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、僚船よりも本船の速力の方が速く、僚船に近づきつつ

あったので、僚船のマスト灯を見て僚船との距離を気にしなが

ら、操船を続けた。 

船長は、夜間を含めて幾度となく操船経験のある海域であった

ので、航路標識*1の位置や灯質を熟知していた。そのため、目視に

頼った見張りを行い、改めてレーダーやＧＰＳプロッターで船位

を確認しなかった。 

その後、船長は、操舵室右舷前部に設置されたＧＰＳプロッター

 
*1 「航路標識」とは、灯光、形象、彩色、音響、電波等の手段により港、湾、海峡その他の日本国の沿岸水域を航

行する船舶の指標とするための灯台、灯標、立標、浮標、霧信号所、無線方位信号所その他の国土交通省令で定め

る施設をいう。 

図２ 本船と僚船との位置関係 

片島水道 

本船 

05 時 59 分頃 

洗出シノ瀬
灯浮標 

本件灯浮標 

大島 

僚船 

（船長が初認した際の 
僚船のおおよその位置） 

高後埼灯台 ★ 
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画面の輝度を出航前に調整して暗くしていたものの、僚船のマス

ト灯を見るのに、同画面の明かりが眩
まぶ

しく感じたので、同室左舷

前部に置いていたタオルを同プロッターにかぶせることとした。 

（写真６ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、これまでの経験に基づく自身の感覚から本件灯浮標ま

ではまだ距離があり、また、本船が本件灯浮標南方側を通過する

進路で航行していると思い、引き続きレーダーやＧＰＳプロッター

で船位を確認しなかった。そのため、本船が、北西向きの潮流に

よって本件灯浮標の方に僅かに圧流され、また、本件灯浮標の近

くに達していることに気付かなかった。 

船長は、舵輪から手を離して操縦席から立ち上がり、操舵室左

舷前部に置いていたタオルを取った後、再び操縦席に腰を掛けた

ところ、船首方近くに本件灯浮標が 薄
うっす

らと見えた。（写真７参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ ＧＰＳプロッター等の設置場所 

写真７ 船長がタオルを取るときの姿勢（再現） 

ＧＰＳプロッター 

レーダー 
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船長は、本件灯浮標との衝突は避けられないと思い、主機操縦

レバーを中立位置に操作した。その直後の０６時０３分頃に船首

部が本件灯浮標に衝突した。 

（図３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 本事故発生後の経過 

船長は、本船を停船させた後、本事故発生を僚船の船長に連絡

するとともに、釣り客の状況を確認したところ、‘客室の左舷前方

に座っていた釣り客’（以下「釣り客Ａ」という。）が衝突の衝撃

で操舵室床面上に滑り落ちているのを見た。 

船長は、釣り客Ａがすぐに起き上がったものの、体の痛みを訴

えていたので、釣り客Ａが負傷していることが分かった。 

船長は、他の釣り客に負傷がないことを確認するとともに、本

船の損傷状況を確認した後、本事故発生を海上保安庁に通報し

た。 

船長は、本船を操船して柿ノ浦漁港に戻った。 

僚船の船長から本事故発生の連絡を受けた事務所の連絡責任者

は、遊漁船業の適正化に関する法律（昭和６３年法律第９９号）

第１９条（事故の報告）に基づき、本事故発生を長崎県知事に届

け出た。 

 事故発生場所 
（令和７年１２月２３日 

０６時０３分頃発生） 

高後埼灯台 

寄船埼 
洗出シノ瀬灯浮標 

本件灯浮標 

予定進路 

★ 

港界 

本船 

図３ 推定航行経路図（拡大） 

05 時 59 分頃 

06 時 01 分頃 

05 時 57 分頃 

 

僚船 

（船長が初認した際の僚船のおおよその位置） 

僚船（衝突時のおおよその位置） 

僚船の進路 
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釣り客Ａは、医療機関を受診し、左肩打撲、両膝打撲、左耳介

部挫創と診断された。 

 その他の事項 (1) 船長の経歴及び健康状態等 

昭和６２年頃から長崎県知事に遊漁船業の届出をして瀬渡船業

を営むようになり、平成１５年７月に同知事から遊漁船業者の登

録を受け、自らを遊漁船業務主任者に選任して瀬渡船業を営んで

いた。 

ふだんから江ノ島南部や南瀬を含む同島南方沖付近で釣り客を

瀬渡ししていた。 

本事故当時、疲労の蓄積や睡眠不足を感じておらず、健康状態

は良好であった。 

視力は、眼鏡をかけた状態で約１.２であり、本事故当時、眼鏡

をかけた状態であった。 

(2) 操舵室右舷側に設置された操縦席からの見通し 

本船は、約２０kn の速力で航行中、僅かに船首が浮上するもの

の、船長が操縦席に腰を掛けた姿勢で船首方を見た場合、船首浮

上による見張りの支障となる死角は生じていなかった。 

操舵室内の前面には３枚の窓ガラスがあり、窓ガラスに傷や顕

著な汚れはなかった。また、操舵室前面右端の窓ガラスが旋回窓

となっており、操縦席に腰を掛けた姿勢で船首方を見た場合、旋

回窓の窓枠によって船首方が見えにくい状況であった。（写真８参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

(1) 本事故発生場所付近の潮流について 

本事故発生場所付近では、本事故後、本船が漂泊していた際、

北西方に圧流されていると船長が感じたことから、本事故当時、

北西向きの潮流があったものと考えられる。 

写真８ 操縦席からの見通し 
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(2) 本件灯浮標の灯光に係る船長の認識について 

  ① 本事故当時、本件灯浮標は正常に点滅していたものと推定さ

れる。 

  ② 本事故当時は視界が良く、船長は０５時５９分（衝突の４分

前）頃に本件灯浮標の灯光を視認することができたものと推定

される。 

  ③ 船長は、幾度となく操船経験のある海域であったことから、

本件灯浮標の位置や灯質を熟知していたものと考えられる。 

(3) 船長の操船について 

  ① 船長は、本件灯浮標に向けて本船を南西進させる際、本件灯

浮標の南側近くを通過することで、次の目標となる片島水道中

央付近を変針することなく航行することができたことから、本

件灯浮標の南側約５０ｍを通過させる進路で本船を航行させた

ものと考えられる。 

② 船長が操縦席に腰を掛けた場合、旋回窓の窓枠によって船首

方が見えにくい状況であった。船首方の見通しを確保するため

には、船長は、操舵室上部から顔を出して操船を行う必要があっ

たが、本船が佐世保港港口を通過後、操縦席に腰を掛けていた

ことから、船首方が見えにくい状況が続いていたものと考えら

れる。 

③ 船長は、本件灯浮標の南側約５０ｍを通過させる進路で本船

を航行させている状況下、左舷船首方を同航する僚船と近づき

つつあった。このため、僚船と安全な距離をとることができる

よう、操縦席に腰を掛けたまま僚船のマスト灯に注意を向けて

いたことから、本件灯浮標との距離を監視するのが困難な状況

になっていたものと考えられる。 

④ 船長は、僚船のマスト灯を目視で監視する上でＧＰＳプロッ

ターの画面が眩しかったことから、同画面にタオルをかぶせよ

うと操舵室左舷前部に置いていたタオルを取ろうとした際、一

時的に船首方から視線をそらしたものと考えられる。 

⑤ 船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させていたも

のの、これまで幾度となく操船経験のある海域であったことか

ら、慣れによる安全意識の低下によって、あえてレーダー及び

ＧＰＳプロッターを併用して船位を確認しなかったものと考え

られる。このため、本船が北西方に圧流していることに気付か

なかったものと考えられる。 

⑥ 本船は、船長が僚船と安全な距離を確保することに注意を向

けていたことから、進路が右寄りになった可能性があると考え

られる。 

⑦ (2)及び①～⑥から、船長は、本件灯浮標が一定時間しか点滅
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しない（１０秒毎に３回点滅する）こと及び操縦席に腰を掛け

たままでは旋回窓の窓枠によって船首方が見えにくい状況であ

ることを認識していたものの、本船の船位を確認せず、本件灯

浮標を適切に監視しないまま本船を航行させていたものと考え

られる。 

(4) (1)～(3)から、本船が潮流によって北西方に圧流される状況

下、船長が船位を確認せず、また、適切に見張りを行っていなかっ

たことから、本船は本件灯浮標に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が潮流によって北西方に圧流される中、船長

がレーダー等で船位を確認せず、また、適切な見張りを行っていな 

かったため、本船が本件灯浮標に衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、慣れた海域であっても潮流等によって自船が

圧流されることを考慮し、レーダー等を使用して船位の確認を適

切に行うこと。 

・小型船舶の船長は、旋回窓等によって船首方の視界が遮られるこ

とがあることを考慮し、操船姿勢を変えるなどして常時周囲の見

張りを適切に行うこと。 

・小型船舶の船長は、灯浮標付近を操船する場合、僅かな進路の偏

位などによって灯浮標と衝突することがないよう、灯浮標から安

全な距離をとって自船を航行させること。 

・小型船舶の船長は、他船と安全な距離を確保する場合、可能な限

り、航路標識等の障害物に接近し過ぎないよう安全な海域を操船

すること。 

 

  


